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Y. YAMAOA: What is OK，DI¥;RA'S Samezu-gusa? 

サメズグサとは故|河村金太郎先生の 日本部類名義第 1ftJx (1902) 120頁で
Phloeostora fortuis ARESCH.とされたものであるが共ヰ麦その節 2版 (1916)154 

頁に於ては Sfl'i01'iaceae中の一日?P hl oeospol'a s p. ?とされ“体は糸枇，統に分

岐し内部の制胞は多角形にして大I'L， 1:1'1芸なら十，武ナ1'¥鮫削"とある。主主者

は此のグ:は早くから記憶していたがそれが寅際如何なる杭物であるかを9:11ら

やにいたのでるる。 然るlに亡う先b月京J太(/水k首能i.l‘謬望撃4手宇利科;1ヰ|ト，の主s新「庁「崎盛t敏抜|博司専U住.士力か.ら同氏が 2月
初f旬ワ頃Z束f在L京都1深完架足川;海ιωj作Jいtに打ち寄寄:せられたものを採1柴長され多分 St抗'i叱iたct九r刀加川加0ω仙仙j"}幻I刷1φ刷戸μμ/;0仰11 J 
5叩u仰ω伽 1'11κ山C

;売た。それには多数の複子襲があってそれから放出された悦定子を培養中でる

るとの事であった。そとでその根本を見て或はとれが岡村先生のサメズグサ

怠るものではないかと沼、いついたのである。それは先生が Pli!oeospωdに首て

ていられる事と採集地が鮫m'lと深川であるからである。そとだ¥li.l-謹手許に通う

る先生の浅されたtzli本を調べたが見能らない。 J~J乞るげた名義中でも M':，名の

前[にもf'1Tl名の後にも?がつけてある仏ーであるから不完全な標本を見られたに
過ぎなくてそれも保右ーされる程のものではなかったのかもしれない。兎にf角Q 

Ph/山oe四削百加st仰01'問r々1と 81抗fκct仰y仰1唱w叩oωs幻坤1ψPμμhω乱阻即仰o叩，'-と叉下にi辿2!主i主iベる Kjμμellか円川1{叩4
あるから先生が s仇釘守勺8uμct砂yo坤 lωL凶山o印Jμtの不完全Zな主ものををと見られて?PI，仙'，f此fたce釘csゆ戸仰0町ra?とされ
プたとかもしれないZ芽事子事iはありうる王事事おE[ででL基うる。

そとで今新PIな博士の採集されたものが如何なる話一刻であろうかというに同

氏の巾し越された如く StictyositllOnsubarlICl/latus REIKKEにi甚だ灯く似ている。

然し之と同定する事は出来ないと忠われる貼がある。そとで今迄に記iほされ

た 8tictyosip/J01!屈の1罰金nを見る と先十此のJtijは KUETZIH去により Phycologia
generalis (1843) p. 301に於て初めて S.ad，刷 iCllsKG. 1 ~~市が記載され Taf.21

Kは|随;iも興えである。1Qに 1856には Tab.Ph¥.c. Vol. 6， p¥. 50， II I'L殆ど同

様北海道大正予現象部植物集数~
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2 議類第15{E 第 1~}J~ 1/討手fIZS &f三 3月

じ|孟!がのせである。共後

HAUCKは Die'Meeres-

SCH.) HAUCKとしアζ。そ

してREI1¥KEはAlgenflora

d巴rwestlichen Ostsee (18 

89) p. 55に於て之に賛成

し同時にREINKEにより

他の 1在f1即ち St.tortilis 

RKE・がカ11えられた。 而

して此の1:ID.は嘗て RUp-

RECfrr により Tangedes 

ochotischen l¥IIeer巴5(1851) 

p. 373に於て ScytosiT/wll

第 1園サメズグサ

(Kjel?mα犯似 A1'αsαIciiYilMAlJA) x ~ 

tortilis RUPR.とされ後 ARESCHOUGにより Bot.Not.， 1876， p. 34に於て

Phloeos戸ora tωtilis ARESCH.とされたものである。 RElNKEは-:j.くいで 1892

Atlas deutscher Meeresalgen， 2. Heft， p. 47， Taf. 31-32で St.tortilisを詳細1に

|副読した。而して ARESCHOUGの Pltloeosporaは Stict)叩戸honの異名とされた

のである。大分飛んで 1935ROSENVINGE.は OnSome Danish Phaeophyceae， 

p. :3に於て St.tortilisを詳細lに研究し更に嘗て REINKEが 1889Algenflora 

d. westl. Ostsec. p. o9 I'L於て設け?と新属新l霊 KjelllJlallias07-ifera RKE. を

S釘印tれlctかyo叩s江ipμho仰Jμtに1移多して St. SOl町rif，知E引r川(依RE回TN珂~I(江E幻) ROSEN刊V. とし同時に Kjellmallia

striarioides GRAN; Stictyosip/lolZ adriaticus COTTON; St. Corbierei SAUV.はイl'iJ

れも St.sori!erlls ROSENV.と同じものでるる とした。然し1937に LEVR1NG

は ZurKenntnis der Algenflora der norwegischen Westkuste p. 72 I'L於て Kje!ー

llflania sl!山 ioidesGRAN及び Stictyosipholladriaticus COTTO~ は St. slJbartiCIIlatlJs 
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山関幸男 . サメズグサの正体 3 

(ARESCH.) RKE.とは同物でるるが Kjellm.sorifera RKE.とはjjリ物jでるるとし

て沿り KVL1N も同意見である (DiePhaeophyceel1 dcr schwedischcl1 West 

kuste， 1947， p. 68)。又 HVGEN& YORDEは Phaeosporabrac!uata (HARV.) 

BORNET (= Ectocarplls brachiatω HARV.)を 8ticlyosiphonに1多し?と。-Mjアメリ

カに於ては HOLDENが“RhodolaVol. 1， 1899， p. 198， pl. 9， figs. a-f" I'L於

て 81.subsimple.，' HOLDENを記載し叉，Phycotheca Bor.-Amer. 110. 630として

頒lIjしている。そとでおiclyosipholl風には 1. St. adriaticu$ KG. (Type!) 2. 8t. 

subarliwlalus (ARESCH.) RK.E. 3. 81. tortilis (R凹 R.)RKE. 4. 81. b，.achiatlls (HA 

'RV.) HVGEN et YORDE 5.81. subsimplex HOLDENの 5種が存するととになる。

ー 競って我が閣に於てはj二詰の岡村先生のサメズグサが Phloeos戸o，.asp.とし

て報ぜられた以外には 1941，時間，近江雨氏によって梓太遠淵湖から 81.
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第2圏サメズグサ (KjellmαMα A1'・mαkiiY.~MADA) 

1体 の先端附近 2-4，それより下部，何れもJ弘子護を生.じたfoJi" J. 3. X 300， 

2. X510， 4. x260 
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to山 lisRKE.が報ぜられ(杭物及び動物.9各 p.429)ハパノヒモなる耳I-1名が

興えられた。

そとで、今元に戻って~fI'll f{，H事士採集の深川産の標本を除すると上越の St川­

yosip//01lの各被と著しく具主主る見liはその復予護で，此笥:の種に於ては各子麓は

休の表岡上に突出するもの及び、然らざるものがるるが之常:の輪廓は大休球形

をして王子滑でるる。然るに深川産のものでは各 loculus に~~Rl 'J'i!;する部が突出

している。 そのt;i(子・は REINKEの Atlas deu tscher lVleercsalg巴nにある KjeZl-

111a川 asorifera RKE.のf肘ド'1"Sorussporangien日というに一致する。然し ROSEN-

VINGEは此の Sporangienの直別を亜脱せすて・ J(jelbllalliasorifera RJ<E.をStict-

)'osit/wlI I'L移したのでるる。 然し今此の深川産のものを見る と此の ROSEN-

VINGEの考えは無理の棋で反て LEVRIKGや KYLf:-¥の云う如く J(jelllllallia

sOl'ifem RlζE.というものは Stictyosiplt01lの各種とはl亙別して別凪，即ち Kjellー

川a11laとして澗立せしめるべきものと忠われる。 そとで~.くは深川産のも のが

との Osts伎 の J(jelllllcmiasorifem RKE.と同種なりや否やという事になる。

先十此の雨者は休のタトil31'L於ては枝打ちの様子が非常に濯う。 .E!flち K.

soγifem RKE. では休にはほぼ中~îlh らしきものがるりそれから短い校が可成り

詐，'I'Lal，ているに反して我が閣のものでは中nilhらしい主ililhは殆ど判然と匝別出
来十，校は比!I史的休の下部から出るものが多く ，しかも之等は皆長くイ1'11びて

いるので全体の様子(habit)が全然異なる白fC1回j)。次に休の柿=迭は殆ど同じ

であるが深川産のものの方が太く怒る棋である。又 Sporangiaは上に地べた

様に雨者共所目1¥1Sorussporangienを生十るが深川EF:のものには ('interkalare

Sporangien"は見出されたい。但し:fJiiではあるが多j晋の部に “unilocularspo-

rmgia"らしきものが見W，される。 f古}校の]頁端の，様子，色素休， モの松子全身;に

)比ては雨者間に'ffiどを異が見I:Uされない(第 21芯1)。

以上を考え叉甚だかけ淵iれた分布!I大態を考患に入れればオ，q霊は Kjelhlla川 d

に属する K.sorifcm RKE.と匝別すべき別種と考えるをと安常とする。そとで

今仮にヌf:植物の採集者にして我が閣水産植物の特に殻生の研究上著しい功献

をされつつある新附盛敏!専土の名をとって KjellmalliaAmso止iiY AM. sp. n.と

命名しその和名として嘗て岡村先生が恐らく此の純物にmいられたサメズグ
サを使用し度いと思う。 f勾此の正式の記文は近 く改めて褒去の]象定である。
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